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第 6 章では前章までに提案した作業プロセス性を扱う技術に基づき開発した製品、 aWORLD AsseyWORK の機能
槻要と応用効果について述べている。

























(5)多義的機能性 VR 空間を生産組立工程へ適用し、メタレベル VR アーキテクチャにより動作計測システムと動作
解析システムを複合させることにより、作業状態のおよぽす人間工学的影響を明確にしている。これにより組立作業
が人間の作業動作状態に与える効果、製品設計が人間の操作に与える効果などを容易に、かつ定量的、可視的に把握
し、作業設計改善が期待できることを示している。
以上のように、本論文は、多義的機能性 VR 空間の提唱とその実現により、人間指向インターブエース技術として
生産工程へ応用することの可能性と有用性を示したものである。得られた成果は生産科学に寄与するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
